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F.プーランクの合唱曲『フランスの唄』に関する予講的考察

~原曲との比較を通して~

田崎亘美

1.研究目的

本稿は、フランシス・プーランク(pOULENC，Francis 1899・1963)の

音楽作品におけるシャンソン・ポヒ。ュレール(フランス民謡戸受容研究の

一環である。プーランクの作品が評価される時、しばしばシャンソン・

ポピュレールとの近似性がいわれてきた2)。 また彼は生涯で2つの時期

(1922.-.;26年と 1945.-.;46年)にシャンソン・ポピュレーノレを素材とした作品

を書いている。しかしシャンソン・ポピュレールに対するプーランクの

態度については資料が乏しい上、具体的な作品研究を通した考察もこれ

までなされていなし、。そこで本稿では1945--46年の作品である合唱曲『フ

ランスの唄 Chansonsをancaisespour chaur a cappella~ (以下 ((CF))

と略記)を研究対象曲として(表1)、筆者による調査の結果判明した原由(表

2)との比較を通して、プーランクがどのようにシャンソン・ポピュレー

ルを受け入れ、取り扱ったか、考察を試みる。

((CF))は、シャンソン・ポヒGュレーノレに和声付けした作品であること

は知られているが、それらの直接の出典は不明である叱しかし、プーラ

ンクが民謡を直接採集していた痕跡がないこと、 19世紀後半から多くの

シャンソン・ポピュレール集が楽譜とともに出版されていたことから、

原由には楽譜として書かれた民謡が用いられた可能性が高いと考える。

そこでまず筆者は、本稿における原曲の定義を r((CF))の主題に最も類似

した旋律と歌誌を併せ持つシャンソン・ポピュレールで、最も早い持期

iこ楽譜として記されたもののj として、調査を行っている。
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表工 ((CF))各曲のデータ

番号*1 曲名 編成勺 作曲年月

まCFl)) Margoton va t' a l' iau avec弓ueson crochon S，M工Br 1945，8 
f水汲みに行ったマルゴトンj

まCF2)) La Belle se sied au pied de la tour S，M，T，Br，B 1945，9 
f麗人法塔のふもとに座りj

まCF3)) Pilons l'orge 「大麦を挽こうJ S，M，A，T，Br 1945，8 

((CF4)) Clic，clac，dansez sabots 「踊れ木靴j τ~Br，B 1945，9 

((CF5)) C' est la petit' fill ' du prince f大公の娘j S，M，T，Br，B 1946，4 

ざCF6)) La Belle si nous毛tions.一「きれいな入、もし僕らがJ T，Br，B 1946，4 

((CF7)) Ah! Mon beau laboureur fああ、農夫さんj S，M，T，B 1945，8 

((CF8)) Les Tisserands sont pir' que les討とques S，M，T，Br，B 1946，4 
f職工たちは奇教よちも大変だj

ペ本稿では、この表の番号を用いて、摺々の作品を指し示す。

ホ2:S:ソプラノ、 M:メゾソプラノ、 T:テノーノレ、 Br:バリトン、 B:パスを示す。

表 2 (現在判明した) ((CF))の原由

番号 原由(編者、曲集名〉

((CFl)) BALLARD，Christophe. Bnmettes OU 
petits airs tenaケ'es，vo1.3，p.296，(paris)， 

・1<<CF2)) Recueil de 102 chansons (man服拭
Biblio出とquenationale，合.5594，no 89). 

出版年

1711 

不明

鏡考

“Chanson主danser
en rond" 

15世紀末成立の噴

・2((CF3)) ATτ'AINGN ANT，Pierre仕立沼ERT，Iullet. 1540 4声体に編曲されて

Second /ivre contenanl x x vff chansons 
n01Jvelles a quatre parties (paris:musique du 
巴yl

((CF6)) WECKERLIN，Jean-Baptiste. Echos du 1856・
femps passe， 3 vol.in・8. 57 

いる

((CF7)) BALLARD，Christophe. Bnmettes ou 1703 "Chanson a danser 
petits airs teJ1dres， voI.1，p.265・267，(paris). en rond" 

((CF8)) Poesies populaires de la Frallce (man出crit 1814 
Biblio出会quenationale t. m， p.4 71). (写譜年)

吋: この曲に関してのみ、原曲と ((CF2)}の歌詞は一致したが、音楽旋律が一致しなかった。

勺:さらに吉い単旋捧の原曲が出版されている可能性有り。

2.原曲の性質

ここでは原曲の性格をジャンル別に分類する D なおジャンルは、
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TIERSOT 1889の分析を参照した。

①揺り唄 Chansona danser: (( CF 1)) (( CF 4)) (( CF 5)) (( CF 6)) (( CF 7 )) 

くくCF1)) (( CF 7 ))の原由は『プヲュネット集 Brunette~)~の中で

“Chanson a danser en rond (円状の踊りのための唄)"として収録されてい

る。歌詞は全体が小話としての筋を持っており、その筋はリフレインを

毎回挟みながら有議形式で進行していく O なお ((CF4)) ((CF 5 ))の原由

は不明だが、形式がこの2歯に類似するo ((CF 6))の原曲は Caen地方で

口頭伝承されている唄が採譜されたもので、歌詞の内容は飽愛のない恋

歌であるc リフレインが18世紀のタンブノレ timbreに類似しているとい

う指摘がある6)G 踊り唄の特徴としては、リズム機能と旋律が歌詞より優

先されること、リフレインが重要な役割をになっていることが挙げられ

る九ここでは歌詞最後のラフレイン部分で “Aie (原畠では必1由=詩e)持(((CF 

1)) )，、

マトぺが多用されて、曲にリズム惑が与えられている。

②仕事唄 Chansonde mるtier: ((CF 3)) ((CF 8)) 

((CF 3))は粉挽き唄、 ((CF8))は機織り唄である。どちらの原出も、

ヲブレイン部分の歌詞と旋律が、活発な仕事のリズムを巧みに表現して

いるc

③コンプラント(嘆きの歌)La complainte : まCF2))

((CF 2))の原曲は、 16堂紀初頭に大流行し、 Josquinde Pres， Bussy， 

Roland de Lassus， Claude Lejeuneらによって多声{本としてシャンソン

集に収められていることが分かつている。また“ペノレネット Pernette"

と呼ばれる形式で、フランス中部や東部の地方で歌われているという記

述がある旬。
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3. ({CF))の主題旋律と原歯の比較

((CF))の主題旋律と類桜する原曲にも、より詳細に見てみると以下の

点で特徴的棺違が見られため。

①声域〈又は調性〉の違い <<CF1)) <(CF 7)) <<CF 8)) 

原由よりもまCF))の方が、声域が抵く、実際には歌いやすい音域にな

っている (3度低 <(CF1)) (原曲冨mo11→e盤 011)10)， <<CF 7)) (原曲 amo11

→fis mo11) /4度低: まCF8)) (涼曲 CDur-心 Dl的)。原曲は記譜される際、

読号がなるべく多くならないように移調されていた可能性もある 100

②記譜された膏錨の違い ((CF1)) (<CF 3)) ((CF 7)) 

これらの音価は原曲の音倍の 1/2で記されている。原曲は白符計量譜

で、記譜された当時の速度を考慮した上での変更と思われる功。

③拍子の違い <(CF6)) <(CF 7)) <<CF 8)) 

<(CF 6)) :原曲 2/4拍子→ 2/2拍子(原曲の2小蔀分が 1小節)、 リフレ

インの最後の小節は、 3/2拍子として処理。

<<CF 7)) :涼曲 2/2拍子、アウフタクトで開始→ 4/4拾子と 3/4

拍子〈リフレイン部分〉、アウフタクトなしむ (京歯とアクセントの位置が異なる)。

((CF 8)) :リフレイン部分で“Enroulant"の歌詞に相当する鋼所が、

原由:一括アウフタクト→拍頭から開始〈アクセントの{立置が異なる)、リフ

レイン最後の小節のみ5/4拍子に変化c

④旋律、ヲズム形の違い ((CF1 ))まCF6)) (( CF 8 )) 

<<CF 1)) : (17/J、第巨の終止音〉原由:2度音(gmollの A)→主音(emoll 

のE)13) ( [譜例1a，は〉。

円守i罰需:
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<<CF 6)) : (1小節自第4吾〉原曲:G→A。また <<CF6)) 2小節 3，4拍

自に相当する部分のリズムが若干異なる([譜例2a， b] )0 ( <<CF 6)) 7小節

3拍自に棺当する部分の音符)原由:フエノレマータ脊り→フェノレマータ

なし。

[譜伊IJ2 a】原曲 mm.l・4 [譜例2bl((CF6)> mm.l・2

... .r 
AJ&丘、--ー_!L

. 、-' 司 . 事号、
La beU' ri n倒血曇-tiom' _ de.dan. 閥 haut 001.二アτ玄 l

<<CF8)) : 1小節目“LesTisserands"の歌誌に相当する部分の旋律

の動き、 4小節目 1，2拍自の旋律の動きが異なる(【譜例3a，b】)。また、

((CF 8)) 8小節4拍自に相当する吾が異なるは譜例4a， b] )。

[譜弼3a】原由 mm.l・4

三ヰ辛空F雫執eq飢i日:
守主ずE白?佐守舎さ幸F后王雪Ë)Þ~丹乙百官百干7!f: 
向 I...-J.s ./. sも.， 1.t v町長ーた.Et

i譜伊~4a】東曲 mm.9 ・ 10

拝手話￥自主百三E
r-ov-/~t /.... /lQ. viiTe: fl!. bll らヂS¥1ふ4同・・

⑤歌詞の違い ((CF1)) ((CF 6)) <(CF 8)) 

[譜例3bl((CF8)) mm.l・4

十

[譜OiJ4 b】((CF8 >) mm.8・9

((CF 1)) :原由:詩節が進行する時、前詩節最後の 2行をもう一度最

初に反復→全詩節で 1詩節目の最初の 2行“Margotonva ぬl'iau/ 

Avecque son cruchon (マルゴトンは水差しをもって水汲みに行った)"を反復。
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<<CF 6)) :原曲:詩節最初の 1行自と 2行自をそれぞれ一回ずつ反復

しながら進行→反復なし。

<<CF 8)) : (ヲブレイン部分の 1行自)原由:“Ettipe tape et frippe frappe" 

→“Et tipe et tape"の反復。(リフレイン部分3行自の後)原曲:“rounlan la" 

がある→なし(このため、 {(CF))の方が原曲よりも 1小室長短くなっている)。

4. ((CF))の晋楽書法における特徴

((CF))の音楽書法は、視点別に幾つかの共通点とパターンを見出すこ

とができた(表3)。

ここで分かることは、上記の視点から ((CF))の各畠すべてを分類した

場合、主として 2~3 パターンに分類されること、そして各分類項に属す

る曲は視点ごとに組み合わせが変わっていることであるc すなわち、プー

ランクは書法としては極めて隈られた方法を用いながらも、全8曲を性

格号Ijに分類して書法を決めていたのではなく、各曲がそれぞれ少しずつ

異なる性格のものとして作曲した、と考えられる。もっとも、作曲年月

が同じである ((CF1 ))と ((CF3 ))， ((CF 5 ))と (<CF6))は比較的共通項

が多いことも、指摘ができる。

表3 ((CF))における視点別共通特徴

視点 特徴 見出された曲

構成 主題旋簿は基本的に 1声部のみ 全曲
クプレ部分で主題旋律外の声部辻、 2曲昌を除く全曲
同音(同音型〉反復、文はその変奏型の反復中心
リフレイン部分が、①ほぼすべて定型 ① 1，3，5，6曲目

②一部定型 ② 4， 7，8曲昌
(導入部)-A・B・A・3形式 (1)， 7， 8曲目
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和声 主題提律は機能和声的、全体を通して機能和声書法 全曲

特定の音程(空虚5度、長7、長9変)による響きの多用 3，6，8曲呂

ニ和音の平行進行の使男 1，2，5，6歯冨

リフレイン部分で G機能和声による終止 ① 6， 7， 8曲目

@旋法的終止 参 1，2，5曲目
ヲズム 全体を通して拍を強議するリズム、シンコベーションなし 全曲

歌詞

主題旋律声部と強声部のリズム型が、①全体を通して対照的 ① 2，4，7由自
舎クプレの部分で対照的 @ 5，6，8畠自
〈リフレイン部分では同じ)

③全体を通して同じ 。1，3由自
すべてシフピック 全曲

①クプレ部分では基本的に主題旋律声部のみが歌語を受け持つが <D 5，7，8曲自
リフレイン部分では全声部が歌詞を受け持つ

(地声部は “la，la 0 0 0" "Ah!"などやノ、ミングが多しす

9全集を通して主題旋律とその対旋律のみが歌詞を受け持つ ② 2，4，6曲目
(他声部は “la，lao 0."“Ah!"などやハミングが多しづ

③全体を通して全声部が歌語を受け持つ ③ 1，3曲目

5.結語

今回の原曲謂査で旋律、歌詞ともに非常に類似した曲が判明したこと

により、プーランクが ((CF))において、シャンソン・ポピュレールをかな

り忠実に再現して作曲したことが、大部分において証明された。そして

今回分かったことは、次の2点である。

一つは、原曲が多様なシャンソン・ポピュレールであることである。ジャ

ンルは踊り唄が最も多いが、仕事唄のように非常に軽快で陽気な性格の

ものや、コンプラントのように真面昌で感動的なものもある。原由の年

代については、おそらく 16"'18世紀に流行していた曲が、遅くとも19世

紀後半までには記譜されたと推測することができる。もっとも原曲の地

方性に関しては、地方独自の唄という概念が18世紀後半まで、は特になかっ

たようで問、今後も不明の部分が多いと思われる。

もう一つは、合唱曲としての書法が非常に単純で、限られた手法を用

いて各曲をバランスよく書いていることである。プーランクは取り扱っ

た原曲を、 f倍々のシャンソン・ポピュレーノレJというよりもむしろ i((CF)) 
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全体で一つのシャンソンーポピュレールJととらえていた可能性もある。

((CF))は、プーランクがシャンソン・ポピュレールに f和声付けj をし

た、最初で最後の曲集で、あった。この曲集は、当時プーランクが収入を

得るための手段にすぎ、かった、という考え方も可能ではある問。しかし、

当時になぜまCF))を作曲したのか、なぜこれらのシャンソン・ポどュレー

ルが選択されたのか、今後は原曲調査とともに社会的文脈と併せて考察

する必要があると考える。

注

1)シャンソン・ポヒ。ュレーノレという用語は1920年以降ミュージックホールなどの

大衆音楽も詣すようになったが、本稿で取り扱うものは古くから口頭伝承で受け

継がれてきているとされるフランス民謡である。

2)モーヲス・ラヴェノレの発言[プーランクは彼独自の民謡を創り出すJ(pOULENC 

1954)は、 HELL1978や HURA豆D・VITARD1989などで引用されてきている。

3)プーランクがベルナック(BERNAC，Pierre 1899・1979)に宛てた未刊の手紙

(SCHMIDT 1995， p. 369)の内容から推測すると、ベルナックがプーランクに教え

たシャンソン・ポピュレーノレの専門書から、プーランクは原曲を抜粋した可能性

が為る。

4)シャンソン・ポピュレールはたいていの場合、一つの主題について旋律、歌詞と

もに多くの変奏が存在している(MARCEL-DUBOIS1980)。しかし本稿では、プー

ランクは書き記された1つの譜面を基に作曲したという仮定から、この変奏の開題

は取り上げない。

5) 17世紀後半から18世紀にかけてフランスで流行した、素朴な恋歌。

6) COlRAULT 1955 (t. 11)， p. 295. 

7) TIERSOT 1889， p. 125. 
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8) TIER80T 1889， p. 19. 

9)この棺違は、プーランクが亘接参照した楽譜において既に表れていた可能性もあ

り、プーランクが編曲を行った際に表れたものとは断定できない。

10) <<CF 1))の原曲は既に、 19世紀半ばに出販されたシャンソン集でemollへ移譲

された形で掲載されていた (COlRAULT1955， p. 352・353)。

11)シャンソン・ポと。ュレーノレ集Antho1ogieFrancoise 1765の序文に辻、楽譜の編

集に捺してそうした配君、をした言が記載されている(p.6・7)。

12) 8hae飴lerも16世紀の曲を編曲する際に、見かけの遅さに惑わされないようにと

同じ処理を行っている (80茸G/GUEGAN1924， p. 271)。

13) 19世紀半ぽに出版されたシャンソン集で既iこ、この曲の終止音が主音になってい

たことから(COlRAULT1955 (t. n) p. 352-353)、プーランクはそちらの楽譜を用

いた可能性もある。ちなみにTIER80Tはこの曲を、 2震音上で経止するシャン

ソンーポピュレーノレの例として取り上げているぞrIE豆80T1889， p. 315)。

14)乱主A豆CEL-DU豆0181980. 

15)この作品は書簡から(pOULENC1994， p. 646)、レコード会社のデ、イレクターで

ある Henri8crepelによる委嘱作品で、あった可能性が推測される。またベルナック

に宛てた手紙(8C豆M1DT1995， p. 369)でプーランクは、この作品の(契約金)5万

フランでまティレジアスの乳房))(1947年初演〉の収益の埋め合わせができるといっ

ている。
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